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I. はじめに

肝細胞癌はさまざまな臨床症状を呈するが,早 期か

ら胆管内に浸潤発育し,閉 塞性黄痘を呈することはま

れである。近年, このような胆管内発育型肝細胞癌の

報告711は増加してきているが,肝 切除しえた症例はい

まだ少なく,長 期生存に関する報告はほとんどない.

著者らは肝切除後 6年再発の兆候なく生存中の胆管

内発育型肝細胞癌の1例 を経験したので,若 子の考察

を加えて報告する。

II.症   例

患者 t47歳,男 性.

主訴 :黄痘.

家族歴 :特記すべきことなし,

既往歴 :特記すべきことなし.

現病歴 :昭和55年9月 26日ごろ,尿 の濃染に気づい

た。その後,悪 心 ・嘔吐が出現し,近 医にて黄疸を指

入院時検査成績 :末精血は白血球数7,200/HlmS,赤

血球数464×104/_3,血 色素量15.2g/dl,血小板数
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19.8×104/mm3と正常であった。総ビリルビンは10.6

mg/dlと 上昇し,GOT 99KU,CPT 159KU,ALP 22,4

KAU,LAP 563GRU,γ ‐GTP 790mu/mlと 肝胆道系

酵素の上昇を認めたが,そ のほかの血液生化学検査は

正常であった。腫瘍マーカーはα‐fetoprotein(AFP)

89ng/ml,carcinoembrionic antigen(CEA)18.5ng/

mlで あり,HBs抗 原陽性であった。

腹部超音波検査 i肝内胆管,特 に左肝内胆管の拡張

を認めたが,胆 管の閉塞部位,肝 内腫瘍は描出できな

かった。

腹部 computerized tomography(CT):肝 内胆管は

両葉とも拡張し,内 側区に低吸収性の腫瘤像を認めた

(図 1).

経皮経肝胆道造影 :左肝内胆管は造影されず,総 肝

管に表面が滑で,柔 かい感じの透亮像を認めたが,胆

管壁は平滑で硬化不整は認めなかった (図2).

手術所見 :開腹すると腹水,腹 膜播種はなく,肝 内

側区に径3cmの 腫瘤を認め,総 肝管内にも腫瘤を触れ

た.肝 左葉 ・肝外胆管切除術を施行 し,右 肝管空腸

Roux‐en Y吻 合で再建した。

切除標本肉眼所見 :切除した肝は重量275gであ り,

摘され,当 院へ入院した。               腹 腔動脈造影 !中肝動脈領域に淡い腫瘍濃染像を認

現症 :身長154cm,体 重62kg,血 圧110/74mmHg,   め た (図3).

脈拍88/分整,栄 養良。結膜に黄痘を認めた。腹部は平   以 上から,肝 内胆管癌の肝門部浸潤の診断で,10月

坦 ・軟で,肝 ・牌 ・腫瘤を触知しなかった。      17日 手術を施行した。
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図2 経 皮経肝胆道造影
左肝内胆管は造影されず,総 肝管に透亮像 (矢印)
認めた。

肝硬変の所見はなく,内 lRl区に3.8×3.6cmの 結節型
の黄自色の腫瘍を認めた,総 肝管内には左肝内胆管か

らやや黒変した舌状の腫瘍が突出していた。内側区に
は腫瘍の充満した胆管 も認められ,内 側区に発生した

腫瘍が胆管内に浸潤 し,総 肝管内まで胆管内を発育進
展 したと考えられた (図4A,B,c).

切除標本組織所見 :内側区の腫瘍は核小体明瞭で,
大小不同の核をもつ細胞が,胞巣状,帯状の形態をとっ
て浸潤 していた。trabecular type,Edmondson III型

の肝細胞癌であった。総肝管に突出していた腫瘍は,
一部出血壊死を伴っていたが,同様の組織像であった,
門脈内腫瘍栓, リンパ節転移はなく,非 癌部に肝硬変
は認めなかった (図5).

図 3 腹 腔動脈造影
中肝動脈領域に腫瘍濃染像 (矢印)を 認めた。RHA!
右肝動脈,LHA i左 肝動脈,GDA i胃 十二指腸動脈.

図4A 切 除標本肉眼所見
内側区の結節型の腫瘍 (T)

原発性肝癌取 り扱い規約1)によると,Tl,SI N(― ),
VpO,VvO,B2,IMo,PO,MO,stage IVの 胆管内発

育により閉塞性黄疸をきたした肝細胞癌であった。

患者は軽快退院し,術 後 6年 6カ 月後の現在再発の

兆候なく,元 気に社会復帰している。

III.考   察

胆管内発育により閉塞性黄痘を曇する肝細胞癌はま

れであ り,欧米では1950年Hirschりの報告が,本邦では

1931年佐川りの報告が最初 と言われている。初期か ら

閉塞 性黄疸 を呈 す る肝細胞癌 を L i n らりが i c t e r i c

typc hepatoma, Okuda5)が cholestatic type he‐

patomaと 命名して以来,そ の特異な臨床症状が諸家
の注 目をするところとなっている。

肝細胞癌による閉塞性黄痘の原因として,① 腫瘍か

図 1

内側区に腫瘤像

腹部 CT

(T)を 認めた.
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図 4B 切 除標本肉眼所見

総肝管内へ突出した腫易 (矢印)

図 4C 切 除標本肉眼所見

総肝管 (CHD)内 へ突出した腫場 (T)お よび肝内胆

管 (IHD)に 充満した腫瘍

らの出血による凝血塊,②胆管内へ脱落遊離した腫瘍

塊,③胆管内へ右茎性,連続性に発育した腫瘍塊の場

合がある。しかし,な かには肝十二指腸間膜内リンパ

節転移から隣接する胆管への浸潤による場合6ン)もあ

るとされているが,胆 管内に発育した腫瘍塊によって

閉塞性黄痘をきたすものが大部分である.

本邦における木疾患の名称は,以 前は 「胆道出血を

主徴とした肝癌」や 「閉塞性黄疸を呈した肝癌」のご

とく臨床症状を主体に名称がつけられていた。しかし,

近年では,肝 細胞癌による閉塞性黄痘の大部分が腫瘍

の胆管内進展によること,肝 胆道系画像診断の進歩に

より無黄疸の時期に診断されることもありうること,
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図5 切 除標本組織所見

(ヘマ トキシリンーエオジン染色,×100)trabecular

type,Edmondson lll型の肝細胞癌であった。

胆管内に発育した癌腫が存在することに本疾患の特異

な点があることから,「胆管内発育型肝癌」ゆと呼ばれ

ることが多い。

本疾患の頻度は,Linら りは1.9%,Okuda511ま0.7%

と述べており,第 7回肝癌追跡調査りによれば3.5%で

ある.

本疾患の術前診断は,以 前は困難な症例が多かった

が,近 年,本 疾患の認識が広まったこと,お よび肝胆

道系画像診断の進歩により,術 前診断可能な症例が増

加してきた。

画像診断では直接胆道造影が有用であり,① 辺縁が

淡く,柔 かい感じの透亮像,② 造影剤注入や体位変換

で透亮像が容易に変形する,③ 閉塞部の胆管壁は平滑

で硬化不整がみられない,④ 胆管閉塞は完全閉塞でな

く,造 影剤が胆管壁との間隙を容易に通過することな

どが特徴的所見である助lい～10.

また,内視鏡的逆行性胆膵管造影に際して,Vater乳

頭から出血の認められる1。ことも特徴的所見である.

超音波検査では胆管癌との鑑別点として,胆 管壁エ

コーが保持されていることがあげられ,胆 管内腫瘍の

認められる近傍門脈に腫瘍栓の認められることが多

い
1 0 ) .

近年では,経 皮経肝胆道鏡検査による診断例も報告

されている1'1いが,本法は生検も可能であり,有用と考

えられる。

腫瘍マーカーではAFPの 上昇が認められれば,肝

細胞癌の胆管浸潤を疑うことが可能であるが,AFP陽

性率は62%1のと一般の肝細胞癌に比べて低く, 自験例

でも89ng/mlであり,わ ずかな上昇を認めたのみで

あった,

本疾患の治療はいうまでもなく,根 治的肝切除であ
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る。 し かし,胆 管内浸潤 とともに門脈内浸潤を認め,

診断時すでに切除不能な高度進行癌 となっていること

が多いため,切 除例に関する報告は少なく, さらに長

期生存に関する報告はほとんどない。本疾患の本邦報

告例は100例以上あるが,肝 切除を行いえた症例は,わ

れわれの調べえた範囲では自験例を含めて26例にすぎ

ない.肝 切除後 1年 以上生存が確認された症例は, 自

験例を含めてわずか 9例 1り10～21)で
ぁ り,こ の うち 3

例1り10171は2年 以内に再発死亡 してぃる。これまでの

本邦最長生存例は富田ら1朗の 6年 5カ 月生存の症例で

あるが, この症例は 5年 後に腹腔内再発を認め,再 切

除している。自験例は再発の兆侯なく6年 以上生存 し

てお り,無 再発例 として最長例であ り,貴 重な症例 と

考えられた。

本疾患は肝細胞癌の中でも特異な病型であ り,細 小

肝細胞癌例2いゃ内胆汁慶のみで長期間生存 した症

例2の2りもあ り,黄 痘が早期発見の契期 となる症例 も存

在する.し かも,閉 塞性黄疸を呈する肝細胞癌は,一

般の肝細胞癌に比べて一葉に局在する例が多 く, また

肝硬変非合併例が多いとされている2つ
.

自験例においても原発巣が比較的小さく,肝内転移,

門脈内腫瘍栓がなく,非 癌部に肝硬変を認めなかった

ことが長期生存につながっていると考えている。胆管

内発育型肝細胞癌は,す べてが予後不良といえず,本

症例のように長期生存が得 られる症例もあるので,切

除可能な病変に対 しては,積 極的に肝切除術を行 うこ

とが望ましヽヽ.

I V 。ま と め

閉塞性黄疸を主訴 とした肝細胞癌の 1切除例を報告
した。本症例は術後 6年 6カ 月再発の兆候なく生存中
であ り,無 再発pllとしては本邦最長711であった。

本論文の要旨は第220回東海外科学会総会 (昭和62年2

月,名 古屋市)に おいて発表した。
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